
国
語
科
（
古
典
Ｂ
）
学
習
指
導
案

指
導
者

青

ち
づ
る

一

日

時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
（
火
）

第
五
限

二

学

級

第
三
学
年
二
組
（
男
子

十
七
名

女
子

二
十
四
名
）
・
・
文
系
ク
ラ
ス

三

場

所

視
聴
覚
教
室

四

単

元

古
典
を
読
ん
だ
後
に
、
実
際
に
短
歌
の
創
作
、
批
評
を
行
う
こ
と
で
、
も
の
の
見
方
、

感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
よ
う
。

五

単
元
の
目
標

（
１
）

古
典
を
読
ん
で
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
思
想
や
感
情
を
的
確
に
と
ら
え
、
も
の

の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る

。
（
関
心
・
意
欲
・
態

度
）

（
２
）

古
典
を
読
ん
で
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
思
想
や
感
情
を
的
確
に
と
ら
え
、
も
の

の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
。
（
読
む
能
力
）

（
３
）

古
典
を
読
ん
で
、
我
が
国
の
文
化
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
（
知
識
・
理
解
）

六

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）

実
際
に
短
歌
を
創
作
し
、
批
評
し
合
う
こ
と
で
、
筆
者
の
も
の
の
感
じ
方
を
実
感
し
、
自
分
自

身
の
感
じ
方
を
豊
か
に
す
る
。

（
２
）

教
材

『
無
名
抄
』
「
俊
成
自
讃
歌
の
こ
と
」
鴨
長
明

（
『
古
典
Ｂ
』
数
研
出
版
）

七

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準

（
１
）

古
典
を
読
ん
で
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
思
想
や
感
情
を
的
確
に
と
ら
え
、
も
の

の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
よ
う
と
し
て

い
る

。
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）

古
典
を
読
ん
で
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
思
想
や
感
情
を
的
確
に
と
ら
え
、
も
の

の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
て
い
る
。
（
読
む
能
力
）

（
３
）

古
典
を
読
ん
で

、
我
が
国
の
文
化
の
特
質
に
つ
い
て

理
解
を
深

め
て

い
る
。
（
知
識
・
理
解
）

八

指
導
観

（
１
）

単
元
観

生
徒
の
苦
手
な
和
歌
に
つ
い
て
の
教
材
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
に
よ
る
和
歌
へ
の
評
価
が
読
み

取
れ
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
自
分
の
創
作
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
で
あ
る
。

（
２
）

学
習
者
観

学
習
態
度
は
良
好
で
あ
り
、
積
極
的
に
発
言
す
る
生
徒
も
多
い
。
短
歌
の
創
作
は
前
年
度
か
ら

数
回
行
っ
て
い
る
が
、
創
作
に
困
難
を
覚
え
る
も
の
の
、
発
表
や
批
評
は
楽
し
ん
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
生
徒
が
多
い
。
普
段
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
に
慣
れ
て
い
る
た

め
、
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
な
く
活
動
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。



（
３
）

教
材
観

生
徒
が
苦
手
意
識
を
持
ち
や
す
い
歌
論
で
あ
る
が
、
実
際
に
自
分
で
も
創
作
・
評
価
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
俊
恵
の
も
の
の
感
じ
方
を
理
解
し
、
さ
ら
に
、
自
分
の
も
の
の
感
じ
方
を
豊
か
に

で
き
る
教
材
で
あ
る
。

九

単
元
の
指
導
計
画

次

学
習
活
動

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点

◇
評
価
規
準

時
間

◆
評
価
方
法

第
１
次

・

本

文

の

内

容

を

読

解

す

・
語
句
の
意
味
や
文
法
事
項
に
つ
い
て
確

◇
（
１
）
（
２
）

３
時
間

る
。

認
さ
せ
る
。

◆

記

述

の

確

認

（

予

・

特

に

、

俊

恵

の

も

の

の

・
読

解
の
際
は
、
生
徒
に
説
明
・
質
問
を

習

プ

リ

ン

ト

・

ノ

感

じ

方

を

正

し

く

理

解

さ
せ
、
教
師
が
補
足
す
る
。

ー
ト
）

す
る
。

第
２
次

・

心

情

語

を

用

い

ず

に

、

・

４

～

５

名

を

一

つ

の

班

と

し

、
「

心

情

◇
（
１
）
（
２
）

３
時
間

心

情

を

想

像

さ

せ

る

短

語
を
用
い
ず
に
、
心
情
を
想
像
さ
せ
る
」
◆

記

述

の

確

認

（

ワ

（

３

時

歌

を

創

作

し

、

発

表

す

と
い
う
条
件
に
合
う
短
歌
を
作
ら
せ

ー
ク
シ
ー
ト
）

間

中

の

る

。

ま

た

、

他

の

班

の

る
。
ま
た
、
他
の
班
の
作
品
を
批
評
す

◆

行

動

の

確

認

（

発

２

時

間

短
歌
を
批
評
す
る
。

る
際
も
、
そ
の
観
点
で
批
評
す
る
よ
う

表
の
内
容
）

目

が

本

・
振
り
返
り
を
行
う
。

に
留
意
さ
せ
る
。

時
）

・
本
文
に
戻
り
、
俊
恵
の
批
評
を
再
確
認

さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
感
じ
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
。

十

本
時
の
目
標

心
情
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
心
情
を
想
像
さ
せ
る
短
歌
を
作
り
、
そ
れ
を
発
表
・
評
価
す
る
こ

と
で
俊
恵
の
も
の
の
感
じ
方
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
読
む
能
力
）

十
一

本
時
の
評
価
規
準

心
情
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
心
情
を
想
像
さ
せ
る
短
歌
を
作
り
、
そ
れ
を
発
表
・
評
価
す
る
こ

と
で
俊
恵
の
も
の
の
感
じ
方
を
理
解
し
て
い
る
。
（
読
む
能
力
）



十
二

本
時
（
全
六
時
間
中
の
五
時
間
目
）
の
指
導

学
習
段
階

学
習
内
容

学

習

活

動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・

本

時

の

学

習

・
進
行
役
の
生
徒
が
説
明
す

・
必
要
に
応
じ
て
補
足
す
る
。

５
分

内
容
を
知
る
。

る
。

展
開

・

班

ご

と

に

発

・
短
歌
を
発
表
す
る
。

・
発
表
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
に
観

４
０
分

表
を
行
う
。

↓

察
・
補
助
す
る
。

（
１
～
７
班
）

・
他
の
班
は
、
心
情
語
が
用
い

・

発

表

以

外

の

ら

れ
て

い
る
か
ど

う
か
と

、

◆
記
述
の
確
認
（
発
表
用
紙
）

班

は

評

価

す

ど

の
よ
う
な
心
情
が
詠
み
込

◆
行
動
の
確
認
（
発
表
の
内
容
）

る
。

ま
れ
て

い
る
か
を
班
で

協
議

す
る
。

↓

・
指
示
さ
れ
た
班
の
生
徒
が
、

自
分
た
ち

が
読
み
取
っ
た
心

情
を
発
表
す
る
。

↓

・
発
表
す
る
班
の
生
徒
は
、
自

分

た
ち

が
詠
み

込
ん
だ
心
情

を
説
明
す
る
。

↓

・
他
の
班
は
説
明
を
聞
い
た
上

・
評
価
基
準
を
も
う
一
度
確
認
さ
せ

で

、

ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
用
い

る
。

て
評
価
す
る
。

以
下
、
こ
れ
を
繰
り
返
す

・
す
べ
て

の
発
表
が
終
わ

っ
た

ら

、
班
ご
と
に
優

秀
作
品
を

選
ぶ
た
め
の
協
議
を
す
る
。

・
各

班
、
優

秀
作
品
と
し
て

選

ん
だ
短
歌
に
花
を
つ
け
る
。

・
優
秀
作
品
を
発
表
す
る
。

終
結

・

本

時

の

学

習

・
振
り

返
り
シ
ー
ト
を
用
い

・
本
時
の
学
習
内
容
を
振
り
返
ら
せ

５
分

内

容

を

振

り

て

、
本
時

ま
で
の
取
り
組
み

る
。
振
り
返
り
の
大
切
さ
に
気
づ
か

返
る
。

を
自
己
評
価
す
る
。

せ
た
い
。

◆
記
述
の
確
認
（
振
り
返
り
シ
ー
ト
）



十
三

評
価
の
観
点
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

項
目
Ａ

レ
ベ
ル

５

３

１

心

情

語

を

用

心

情

語

を

全

く

用

い

ず

心

情

語
そ
の

ま

ま
で

は

な

心

情

語
を

用

い
て

短

歌

を

い

ず

に

短

歌

に

、

想

像

さ

せ

る

短

歌

を

い

が

、
心

情

と

直

結

す
る

創
作
し
て
い
る
。

を

創

作

で

き

創
作
す
る
こ

と

が
で

き
て

表

現
を

用

い
て

短

歌
を

創

て
い
る
か
。

い
る
。

作
し
て
い
る
。

項
目
Ｂ

レ
ベ
ル

３

２

１

表

現

し

よ

う

表

現

し

よ

う
と
し

た

心

情

表
現
し

よ

う
と

し

た
心

情

表
現
し
よ
う
と

し

た

心

情

と

し

た

心

情

が

正

し

く
伝
わ

る

短

歌

の

が
な
ん
と

な

く

伝
わ

る

短

が

伝
わ

ら

な

い

短

歌

を

創

が

正

し

く

伝

創
作
が
で
き
て
い
る
。

歌

の

創

作

が

で

き

て

い

作
し
て
い
る
。

わ

る

短

歌

の

る
。

創

作

が

で

き

て
い
る
か
。

十
四

御
高
評



「
短
歌
創
作
」

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

三
年

組

番

氏
名
（

）

班
員

テ
ー
マ

高
校
生
活
の
中
で
、「
身
に
し
み
る
」
（
＝
深
く
感
じ
る
）
場
面
を
思
い
浮
か
べ
て
、
歌
に
し
よ
う
。

具
体
的
な
場
面
や
心
情
は
各
班
で
考
え
る
。

☆
心
情
語
を
用
い
ず
に
、
心
情
が
想
像
で
き
る
短
歌
を
作
ろ
う

一

場
面

二

伝
え
た
い
心
情

三

完
成
し
た
短
歌



評
価
シ
ー
ト

（
班
ま
と
め
用
）

班

班
員

一

本
時
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

項
目
Ａ
「
心
情
語
を
用
い
ず
に
短
歌
を
創
作
で
き
て
い
る
か
。
」

心
情
語
を
全
く
用
い
ず
に
、
想
像
さ
せ
る
短
歌
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

５

心
情
語
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
心
情
と
直
結
す
る
表
現
を
用
い
て
短
歌
を
創
作
し
て
い
る

３

例

「
涙
」
「
ほ
ほ
え
み
」
「
鼻
歌
を
歌
う
」
「
足
ど
り
が
重
い
」
・
・
・
な
ど

心
情
語
を
用
い
て
短
歌
を
創
作
し
て
い
る
。

１

項
目
Ｂ
「
表
現
し
よ
う
と
し
た
心
情
が
正
し
く
伝
わ
る
短
歌
の
創
作
が
で
き
て
い
る
か
。
」

表
現
し
よ
う
と
し
た
心
情
が
正
し
く
伝
わ
る
短
歌
の
創
作
が
で
き
て
い
る

３

表
現
し
よ
う
と
し
た
心
情
が
な
ん
と
な
く
伝
わ
る
短
歌
の
創
作
が
で
き
て
い
る

２

表
現
し
よ
う
と
し
た
心
情
が
伝
わ
ら
な
い
短
歌
を
創
作
し
て
い
る

１

班

作
品
（
メ
モ
程
度
）

想
像
で
き
る
設
定
及
び
心
情

Ａ

Ｂ

計

自
分

の
班



評
価
シ
ー
ト

三
年

組

番
（

）

項
目

☆
心
情
語
を
用
い
ず
に
心
情
を
想
像
さ
せ
る
短
歌
の
創
作
が
で
き
て
い
る
か
。

心
情
語
を
用
い
ず
に
、
心
情
を
想
像
さ
せ
る
短
歌
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

５

心
情
語
は
用
い
ず
に
創
作
し
て
い
る
が
、
心
情
を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
短
歌
に
な
っ
て
い
る

３

心
情
語
を
用
い
て
短
歌
を
創
作
し
て
い
る
。

１

班

Ａ

Ｂ

合

計

批

評

欄

自
分
の
班

（
自
己
評
価
）



ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト

三
年

組

番
（

）

☆

次
の
一
と
二
は
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
、
三
と
四
は
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

一

今
回
の
活
動
で
、
心
情
語
を
使
わ
ず
に
、
心
情
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
か
？

よ
く
で
き
た

・

ま
あ
ま
あ
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

二

班
の
一
員
と
し
て
主
体
的
・
協
力
的
に
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？

よ
く
で
き
た

・

ま
あ
ま
あ
で
き
た

・

あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

・

全
く
で
き
な
か
っ
た

三

こ
の
活
動
で
、
「
で
き
た
こ
と
」
や
「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

四

こ
の
活
動
で
、
「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
や
「
難
し
か
っ
た
こ
と
」
を
書
き
ま
し
ょ
う
。


